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令和７年度 第２回掛川市立三笠幼稚園のあり方検討委員会 

会議録（要旨） 

 

日時：令和８年２月 26日（木） 午後７時～午後８時 50分 

場所：掛川市立三笠幼稚園 １階遊戯室 

 

出席委員：13 名  欠席委員：１名 

 

１ 開  会 

２ あいさつ 

３ 報告事項 

 (1) 第１回検討委員会での質疑や意見に対する回答について 

① 三笠幼稚園の入所率急減（近隣施設との比較）に関する考察について 

② 〈平成６～11 年度〉掛川市における幼稚園・保育園再編計画の概要 

           （掛川市幼児教育振興計画・８園構想） 

 

４ 協議事項 

(1) こどもの育ちにとって望ましい集団活動ができる規模について 

【委員からの主な意見】 

• 「幼児期の終わりまでに育ってほしい 10の姿」を目指している点について、

三笠幼稚園の保育実践や教員の姿勢は高く評価できる。 

• 「適正規模・適正人数」という考え方そのものに疑問がある。少人数・大人数

それぞれに長所・短所があるはず。 

• クラスが１つしかないほどの少人数だと、状況に応じた別クラスへの移動の配

慮ができず、支援面からも一定規模は必要。 

• 家庭では「常に見てもらえる」状態から、園などで「常に見てもらえるわけで

はない」場に慣れていくことが重要。小学校 35人学級とのギャップが、小１

プロブレム（※１）等になり得るため、年齢に応じて集団規模を段階的に上げ

るべき。 

• 幼児教育は人間社会の基盤。ヘックマンらの研究では、質の高い幼児教育を受

けた子の方が結果が明らかに良い。これは主に非認知能力（粘り強さ・立ち直

る力・主体性など）が３〜５歳の集団生活で育つためであり、そのためには１

クラス 20人程度、学齢が上がれば 30 人程度の集団規模が必要と考えられる。 

• １学年 10人未満のような少人数では友達関係が固定化し教育効果の低下が懸

念される、という問題意識は、過去の幼保再編の際から既に共有されていた。 

20〜30 年後の子どもの人生・地域の将来を優先して、集団的幼児教育の環境確
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保を考えるべき。 

• 人数が多ければ良いわけではなく、集団が大きすぎると個が見えなくなる弊害

がある。教員１人当たりの上限人数より少し少ない程度で、少なくとも２桁人

数の集団が望ましい。 

• 大人数の集団にすぐ入れない引っ込み思案の子、発達障害の子なども一定数お

り、緩やかな小集団から始めたい家庭もある。マジョリティだけでなくマイノ

リティの子がこぼれないようにする視点も必要。 

• 幼児教育は小中学校での学び合い・助け合いの基盤となっており、学校での授

業を見ても「幼児教育が原点」と実感している。 

 ※１）小１プロブレムとは、幼稚園や保育園等から小学校へ入学した子どもが、小

学校の授業や集団生活に馴染めず、様々な困難が出てくる状態を指します。授

業中に席に着いていられない、先生の話を聞けない、集団行動が取れないなど

の行動が見られます。幼稚園・保育園から小学校への「環境の急な変化」が大

きな原因とされています。 

 

【事務局の見解・回答】 

• 園での集団活動を通じて、子どもはルール・マナー・協力する力を身につけ、

それが小学校生活・学級集団への適応の基盤になる。そのため、園には「ある

程度の人数」が在籍していることが、健やかな育ちと小学校への円滑な接続の

両面から望ましいと考える。 

• 同年齢の子どもが多いほど刺激や経験の種類が増え、社会性・協同性が育まれ

るので、「ある程度の規模」の同年齢集団が望ましいと考える。 

• 三笠幼稚園の現状としては、今年度から年長２クラスが１クラスになり、全学

年１クラス編成。幼稚園ニーズは減少している一方、公立幼稚園を選ぶ保護者

も一定数いる状況。人数に応じて保育方法を工夫しており、異年齢交流を増や

すなど、「幼児期の終わりまでに育ってほしい 10 の姿」を目標に環境づくりを

している。少人数の良さとして一人ひとりを丁寧に見られる点があり、保護者

からも評価を得ているが、見守りすぎて自立や人と関わる力を奪わないよう、

必要に応じて距離をとることも意識している。 

 

【まとめ】 

こどもの育ちにとって望ましい集団活動ができる規模について、「ある程度の人

数」が必要である。 

ただし、特別な支援を必要とするこどももいるため多様性への配慮も必要であ 

る。 
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(2) 公共施設再配置計画に基づいた再配置の方向性について 

事務局から、資料を基に、「民間譲渡、統合、廃止の例」を説明。 

委員長）この協議事項については、具体的な議論ではなく、資料や説明を踏まえ

ての御意見を伺うこととする。 

【委員からの主な意見】 

○民間譲渡を支持する意見 

・この地域の乳幼児期の教育の場として残したいという思いから、民間譲渡を支

持する。 

 ○統合を支持、又は統合に関する意見 

・さかがわ幼稚園と統合する場合、合計約 100 人規模となるが、どちらの園を残

すか、子どもの人数に見合う環境が確保できるか。 

・集団教育機会の確保という観点からは「統合」、あるいは「廃止して他サービス

に転用する」のも一案。 

○廃止を支持する意見 

・今後子どもの増加は見込みにくく、民間譲渡・統合をしても根本的な課題は解 

決しない。 

・廃止後、この施設をこども食堂・マルシェ・園庭開放・学童・親子のリフレッ

シュの場など、多機能な地域拠点になるとよい。 

・統合・廃止は時代の流れと子ども数の減少から見て避けがたく、今後さらに減

少した際の「その先」も考える必要がある。 

・乳幼児から高齢者・障がいのある人まで、多世代が交流できるコミュニティ施

設として活かせるとよい。 

・幼児教育の観点から、来年度３歳児が９名という見込みでは集団的幼児教育の

保障が難しい。早期に廃止を決定し、支援センターや多世代利用施設などに速

やかに転換した方が建設的。 

・この地域の子ども数の減少や、民間譲渡後の撤退・建物解体のリスクを考える

と、民間譲渡での運営継続は現実的でない。さかがわとの統合も距離の問題か

ら現実的ではなく、すこやかこども園との統合は事実上の廃止と同義である。 

・こどもの人口推移が、過去の推計より 15 年以上早いペースで減少していること

から、市内全体の幼児教育の質低下や共倒れを防ぐためにも、決定を急ぐべ

き。 

○その他 

・建物を残し地域の子どもが学べる場として存続させたい。一方で、将来どの園 

も１学年１クラス程度になると見込まれる中、統合すべきか疑問を持つ。 

・個別園だけでなく、市全体の乳幼児教育の在り方・適正規模・適正配置を俯 
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瞰し、人口推計等も踏まえて行政が主導的に全体設計すべき。 

・三笠幼稚園・さかがわ幼稚園が廃止され、公立が「すこやかこども園」１園と 

なることへの不安がある。１園となる場合、公立希望者がきちんと受け入れら 

れる体制を望む。 

 

・公立園が減ること自体への不安や、集団に入りづらい子への責任を最終的に負 

うのは公立であるべき。 

・市の厳しい財政状況を背景に、公有財産を減らすために民間譲渡・廃止を前提 

にしているのではないか。 

・最終判断にはこれから子育てする若い世代の意見を重視すべき。 

・民間譲渡で新しいこども園を作っても、この地域の子ども数や周辺園との競合

を考えると、十分な入園児を見込めず現実的ではない。 

・いずれの方向性でも、集団が苦手な子へのフォローが欠かせない。 

 

【事務局の見解・回答】 

・民間譲渡の可能性について、現在のところ私立園等へ直接情報提供などは行って

いない。ただし、市の公共施設再配置計画や「三笠幼稚園あり方検討委員会」を

立ち上げたことは公表しているため、老朽化施設を抱える私立園の一部から関心

を示す声があることは事実。 

・公立園同士で統合した場合の受け入れ能力（キャパシティ）については、三笠幼

稚園は定員 160 名の園であり、例えばさかがわ幼稚園との統合で 100 名強となっ

ても、物理的には十分収容可能。 

・公立園が１園のみになる可能性について、近隣市の状況などについては事務局で

確認してまた回答する。 

 

５ その他 

 (1) 令和８年度三笠幼稚園保護者総会にて園児の保護者に検討状況報告予定 

   （事務局対応） 

(2) 第３回 日程：令和８年５月又は６月（予定）（４月以降に日程調整） 

       場所：三笠幼稚園 

 

６ 閉  会 


